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留学報告：

堀内勝己
市立札幌病院 形成外科

留学報告：米国アラバマ大学形成外科
＆ジョージタウン大学創傷治癒センター

2007年12月から2008年11月までの1年間、米国のアラバマ大学

形成外科、Vasconez教授の元に留学させていただきました。ま

た、2008年10月には、Vasconez教授の許可を頂き、ワシントン

DCにあるジョージタウン大学の創傷治癒センター、Attinger教授

の元を訪問させていただきました。アラバマ大学では美容外科と

乳房再建を、ジョージタウン大学では下腿、足の潰瘍を専門にし

た治療を数多く見させていただきました。この中から、アラバマ

大学での乳房再建の現状と、ジョージタウン大学創傷治癒セン

ターでの糖尿病性足病変に対する取り組みについて報告します。
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教育講演：

山本有平
北海道大学大学院医学研究科
形成外科学講座　教授

顔面神経麻痺治療における新たな展開 
~ Where are we going ? 

✤ 顔面神経麻痺の外科的治療：疫学、Overview

✤ 神経信号増幅を目指したnetwork型神経再建:

解剖、コンセプト、症例呈示、他施設端側縫合報告例

✤ 顔面表情筋のリハビリテーション

✤ 側頭枝麻痺症例に対する前額部／上眼瞼形成術：

術式、症例呈示、他施設吊り上げ法報告例

✤ 下顎縁枝麻痺症例に対する下口唇形成術：

術式、症例呈示、他施設筋膜移植法報告例

✤ 陳旧性完全麻痺症例の減少　~不全麻痺症例をいかに治すか？
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特別講演：

堤田　新
埼玉医科大学 国際医療センター
皮膚腫瘍科 講師

形成外科での皮膚がん治療
／皮膚がん治療での形成外科

　一般的に形成外科は専門性が高いと言われますが、その診療、

研究分野は多彩で、形成外科の中でもさらなる専門領域へ細分化

しつつあります。私は北大形成外科入局し、自分の専門とする分

野を腫瘍（主に皮膚がん治療）として以来、これまでいろいろな

方に出会い、ご指導いただき、お世話になりやってきました。こ

こまでこの道でやってこれたのも北大形成外科という母屋があっ

たからこそです。

　この度、長年お世話になった北大形成外科から埼玉医大国際医

療センター　包括的がんセンター皮膚腫瘍科に移籍いたしまし

た。

　本講演では、皮膚腫瘍（外科）医として皮膚がん治療に対する

現在の私の考え、思いをお話ししたいと思います。
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